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１．申請者氏名 萩中 奈穂美 

 ２．審査委員     主 査： 吉川 芳則 

   副主査： 吉田 達弘 

   委 員： 中村 浩一郎  

   委 員： 余郷 裕次 

   委 員： 幾田 伸司  

 ３．論文題目 

国語科における「語彙学習力」の育成に関する研究 

 ４．審査結果の要旨 

教科教育実践学専攻言語系教育連合講座萩中奈穂美から申請のあった学位論文について，兵庫教

育大学学位規則第１６条に基づき，下記のとおり審査を行った。 

 

論文審査日時：令和７年２月５日（水） １５時００分～１６時２０分 

場    所：zoomによるオンライン開催 

 

１．学位論文の構成と概要 

  序章 

第１章 語彙指導の目標と内容に関わる史的考察 

第２章 「語彙を自ら学ぶ力」に関する先行研究の検討 

第３章 「語彙学習力」の規定と要素の導出 

第４章 「語彙学習力」の各要素の内実 

第５章 語彙学習を支える二つの思考力 

第６章 「語彙学習力」の育成を目指す単元の実践的検討 

終章 

 

本研究では、国語科において語彙を学び続ける力をいかに育成するかという課題に取り組み、先行研

究と実践を手掛かりに「語彙学習力」について育成の必要性を確かめ、概念規定をした上で、育成すべ

き力を「『語彙学習力』の要素構造図（試案）」として提出した。 

第１章では、全７期分（昭和33年版～平成29年版）の中学校学習指導要領の国語科における語彙に関

する指導事項を考察対象とし、これまでの国語科の語彙指導の目標と内容を概観し、その中に「語彙学

習力」育成の視点を把握した。 

第２章では、語句指導期、語彙概念の導入期、語彙指導の認識定着期、語彙指導の改善・充実期の４

期に分けて指摘内容を検討した。その結果、「語彙を自ら学ぶ力」育成の必要は幾度も指摘されたもの

の、指導における自然習得の扱い、力を発揮する場や機会、「語彙力」と「語彙を学ぶ力」との関係、

語彙を学ぶ力の育成の目的、語彙学習の到達点、能力の種類、育成の場や機会の７点において揺れが見

られた。これらを踏まえて、研究課題を「育成すべき『語彙学習力』はどのような力か」「育成すべき

『語彙学習力』の内実は何か」「語彙学習力」はどのように育成するか」に設定した。 

第３章では、第２章で指摘した７点の揺れを検討し、その結果を基に「語彙学習力」を「既

有のわが語彙体系を拡充するために、言語生活の中で、必要な語彙について、意識を働かせ、

適切な方法を用いながら、主体的に学び続ける力であり、それを支える力の総体である」と規 



定した。さらに、自己学習力や自己調整学習の概念を参考に「語彙学習力」の内実として六つの要素を

導出し、その枠組みと概要を図示した。 

第４章では、六つの要素の内部事項を先行研究から導出し「『語彙学習力』の要素構造図（試案）」

として提示した。「〔Ａ〕語彙学習方略の知識と技能」として、語句自体を理解する方略（第１層）、

語句と語句の関連付ける方略（第２層）、定着・深化する方略（第３層）、これらの基盤として語彙環

境や語彙経験を選択・活用・充実する方略（基盤層）を置いた。「〔Ｂ〕語彙の体系性の理解と語彙論

に関する知識」は、語彙学習には不可欠の語彙の体系性を基盤にした、意味、意味体系、語構成、形式、

語種などの語彙論の知識である。「〔Ｃ〕語彙情報の検索スキル（辞書を中心に）」は、正確で客観的

な語彙情報を得るための検索のスキルで、辞書の凡例の理解、類語辞典など多様な辞典の利用法、端末

機器を使った検索エンジンでの検索などを取り上げて考察した。「〔Ｄ〕動機づけとしての語彙の価値

認識」は、教育心理学における「課題内生的価値」と「課題外生的価値」の枠組みを援用し、大学生の

自己省察を基に具体化して整理した。「〔Ｅ〕自分の語彙や語彙学習に対するメタ認知」は、自分の語

彙と語彙学習に対する、モニタリングとコントロールに絞って内容を示した。「〔Ｆ〕適切な語彙学習

観」は、語彙学習に対する望ましい信念として、育成すべきことを述べた。 

第５章では、望ましい語彙学習の在り方を示したものとして大村はまの『ことばの勉強会』を分析し、

語彙学習に働かせる思考を整理した。その結果、論理的思考力として、具体と抽象、類推、観点・比較・

分類・順序、適用・評価・条件・限定を、感性的思考力として、語感の感受、語彙と文脈との整合性の

直感、語彙への愛着と意識、自分と語彙との関わりの意識に整理した。 

第６章では、中学生を対象に開発、実践した三つの語彙単元を通して「語彙学習力」の育成方法につ

いて考察した。これによって、具体的な表現対象に照らしながら学習者が協働的にまた個人的に語彙の

体系づくりをすること、語彙の見方を獲得する学習を表現活動に挿入する学習過程を設定すること、自

分の語彙使用に対する省察活動を行わせること、語感の価値を享受しやすい教材を用いること、享受し

た語感を言語化させることなどの方法の有効性を見出すことができた。あわせて「『語彙学習力』の要

素構造図（試案）」の実践開発に向けての有効性が示唆された。 

 

２．審査経過 

  本研究は，学習者が自ら語彙を学び続ける「語彙学習力」を国語科で高めるには，何をどのように

育成すればよいかについて考究したものであり，多面的な先行研究をもとに「語彙学習力」の要素を

導出，整理して提示した「『語彙学習力』の要素構造図（試案）」は，未着手部分の多い「語彙学習

力」の育成に関わる理論構築，実践開発研究の足掛かりとなる点で価値が高い。とりわけ，この「要

素構造図（試案）」と対応させた実践の精緻な分析，考察は，その単元開発のありようも含め，「語

彙学習力」育成の具体的な実践イメージを形成させるとともに指導方法論的にも示唆に富んでおり，

今後の実践開発研究への指針になるものと高く評価された。 

 

３．審査結果 

以上により，本審査委員会は萩中奈穂美の提出した学位論文が博士（学校教育学）の学位を授与する

にふさわしい内容であると判断し，全員一致で合格と判定した。 


